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（１）転入数・転出数 

  本道では、半世紀にわたり転出超過が続いており、特に、好景気の時期には、道

外への転出超過数が大きくなっている。 

転入数・転出数・転入超過数の推移（北海道） 

 

総務省「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ） 

 

日本人・外国人の社会増減の推移（北海道） 

 

総務省｢住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数｣ 

 

  

３ 社会増減 
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（２）年齢階級別・地域ブロック別の人口移動 

  2019（令和元）年に比べると、2020（令和２）年以降はコロナ禍の影響により転出が抑

制、転入が増加する傾向にあったが、近年はコロナ禍前の状態に戻りつつある。年齢階級

別の人口移動の状況をみると、60～64 歳は転入超過であるのに対し、若年層は転出

超過の傾向にある。特に、転出超過数に占める割合は 15～29 歳の若年層で高くな

っており、大学等への進学や就職などのため、道外に転出する者が多いことが主な

理由であると推測される。 

年齢階層別の人口移動（転入―転出）の状況（北海道） 

 
総務省「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ） 

 

  地域別では、東北から転入超過となっているが、ほとんどの地域に対して転出超

過となっており、なかでも東京圏※2への転出が多くを占めている。 

地域ブロック別の人口移動（転入―転出）の状況（北海道） 

 
総務省「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ） 

                                                                                                                                                       
※2 東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 
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（３）男女別の人口移動 

  男女別では、2014（平成 26）年以降は女性の転出超過数が男性の転出超過数を上

回る傾向となっており、コロナ禍を機にその数は抑制されたものの、近年では男女

ともに転出超過傾向が強まっている。 

男女別人口移動（転入―転出）の推移（北海道） 

 

総務省「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ） 

  男女別年齢階級別の人口移動を見ると、2015→2020 年では「20～24 歳→25～29

歳」の世代で女性の転出超過数が男性の転出超過数に比べて多く、進学・就職によ

るものと考えられる転出は女性が多いことがわかる。 

性別・年齢階級別の人口移動（転入―転出）（北海道） 

 

総務省「国勢調査」 
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（４）振興局別の人口移動 

  2023（令和５）年における振興局間の転出入状況は、札幌市を含む石狩振興局管

内のみが転入超過である一方、その他の管内はすべて転出超過となっており、札幌

圏への人口集中が進んでいる。 

振興局別の道内人口移動（転入―転出）の状況（2023 年１～12 月） 

 
北海道総合政策部「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ）  

  2023（令和５）年における道外への転出入状況を振興局別にみると、後志を除く

全ての振興局で転出超過となっているが、石狩振興局以外の転出超過数は、対道内

の転出超過数より少ない。 

道内の転出入は、地域から札幌圏へ人が集まる一方で、札幌圏から道外へ転出す

る傾向があることがうかがえる。 

振興局別の道外人口移動（転入―転出）の状況（2023 年１～12 月） 

 
北海道総合政策部「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ）  
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振興局別の人口移動（転入―転出）の状況（2023 年１～12 月） 

 

 

〔人〕 
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転入・転出数：北海道総合政策部「住民基本台帳人口移動報告」（日本人のみ） 

人口：北海道総合政策部「住民基本台帳人口・世帯数（2023 年１月１日現在）」（日本人のみ） 
（ ）内は管内人口に対する割合 

 

  

〔人〕 
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（５）社会増加率が高い市町村の特徴 

  道内において社会増加率の高い市町村について、直近２年間分を調査すると、市

町村により、その理由は様々なものが考えられるが、以下の要因があることが推測

される。 

社会増加率が高い市町村（道内上位 10 市町村） 

2023 年（社会増加 46 市町村） 2022 年（社会増加 49 市町村） 

 

総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」 
（外国人含む） 

 

  【社会増加率が高い理由】（上記市町村からの聴き取りによる） 

・観光業・宿泊業の雇用増加による外国人を含む従業者の転入 

・外国人技能実習生等の転入 

・移住促進・子育て支援による子育て世帯等の転入 

・宅地造成・分譲による周辺地域からの転入 

・その他（企業誘致による従業者の転入、近隣市町村で従事する外国人労働者の

居住のための転入、農業振興施策による新規就農者の転入など） 

   ※ 外国人の人口動向については P26 以降参照 

  


